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渡
邉
輝
道
先
生
の
ご
功
績
に
つ
い
て 

  

渡
邉
輝
道
先
生
は
、
昭
和
十
二
年
十
月
二
十
五
日
京
都
市
に
ご
生
誕
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
京
都
大
学
文
学
部
文
学
科
（
国
語
学
国
文
学
専
攻
）

を
ご
卒
業
、
同
年
四
月
よ
り
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
お
よ
び
京
都
学
芸
大
学
附
属
高
等
学
校
（
の
ち
京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
高
等
学
校
に

校
名
変
更
）
教
諭
を
勤
め
た
後
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
高
知
大
学
助
教
授
に
採
用
と
な
り
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
高
知
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
在
職
中
、
平
成
五
年
五
月
か
ら
同
年
九
月
ま
で
同
大
学
評
議
員
、
平
成
五
年
九
月
か
ら
同
七
年
九
月
ま
で
同
大
学
学
生
部
長
、
平
成
七
年

十
月
か
ら
同
八
年
九
月
ま
で
同
大
学
評
議
員
、
平
成
八
年
十
月
か
ら
同
十
二
年
九
月
ま
で
人
文
学
部
長
、
平
成
十
一
年
十
二
月
か
ら
同
十
三
年
三

月
ま
で
学
長
特
別
補
佐
に
併
任
さ
れ
る
な
ど
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
三
年
三
月
高
知
大
学
を
停
年
退
官
、
同
大
学
名
誉
教

授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
、
令
和
二
年
十
一
月
十
二
日
に
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
先
生
は
、
永
年
に
わ
た
り
教
育
・
研
究
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

教
育
面
に
お
い
て
は
、
日
本
文
学
特
に
専
門
分
野
で
あ
る
日
本
古
典
文
学
の
教
育
指
導
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
担
当
科
目
は
「
物
語
を
読

む
」・
「
日
本
文
学
概
論
」・
「
日
本
古
代
文
学
演
習
」・
「
日
本
古
典
文
学
論
特
論
」・
「
日
本
古
典
文
学
論
演
習
」
な
ど
で
あ
り
、
卒
業
論
文
や
大
学

院
修
士
論
文
の
指
導
学
生
は
多
数
に
及
び
、
専
門
分
野
で
あ
る
平
安
時
代
文
学
を
中
核
と
し
て
、
ひ
ろ
く
日
本
語
学
日
本
文
学
の
諸
領
域
に
わ
た

っ
て
、
学
部
生
・
大
学
院
生
の
論
文
作
成
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
幾
篇
も
が
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
発
行
の
学
術
誌
『
高
知
大

国
文
』
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
先
生
の
熱
心
な
指
導
を
受
け
た
学
生
の
中
に
は
卒
業
後
、
高
知
県
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
国
語
科
教
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
方
も
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

研
究
面
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
平
安
時
代
の
和
歌
文
学
に
つ
い
て
、
国
語
学
的
方
法
を
文
学
研
究
に
融
合
さ
せ
た
表
現
論
的
研
究
を
遂
行
さ

れ
ま
し
た
。『
後
拾
遺
和
歌
集
総
索
引
』（
共
著
・
清
文
堂
）
、『
万
葉
集
八
代
集
歌
末
語
索
引
』（
共
著
・
洛
文
社
）
、『
栄
花
物
語―

本
文
と
索
引
』

（
共
著
・
武
蔵
野
書
院
）
の
よ
う
な
基
礎
作
業
の
上
に
着
実
な
論
を
展
開
し
、『
古
今
和
歌
集
』『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
表
現
や
更
に
広
く
王
朝
和

歌
の
「
歌
語
」
に
つ
い
て
の
論
、『
土
佐
日
記
』
や
『
大
和
物
語
』
な
ど
の
作
品
研
究
に
つ
い
て
の
論
を
発
表
な
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
並
行
し
て
現
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行
の
日
本
語
辞
書
の
代
表
で
あ
る
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
や
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』（
明
治
書
院
）
の
項
目
執
筆
、
文
法
教
科
書
お

よ
び
そ
の
解
説
書
『
古
典
の
文
法
』・『
古
典
の
文
法 

別
記
』（
共
著
・
中
央
図
書
）
の
執
筆
も
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
当

該
分
野
の
研
究
を
推
進
す
る
に
力
と
な
っ
た
業
績
で
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
教
育
行
政
な
ど
の
面
に
お
い
て
は
、
先
生
は
、
高
知
大
学
評
議
員
、
学
生
部
長
、
人
文
学
部
長
、
学
長
特
別
補
佐
と
し
て
、
大
学
運
営

に
大
き
く
貢
献
な
さ
い
ま
し
た
。
こ
と
に
人
文
学
部
長
在
任
時
に
は
、
人
文
科
学
系
の
人
文
学
科
・
社
会
科
学
系
の
経
済
学
科
の
二
学
科
体
制
を
、

人
文
科
学
系
の
人
間
文
化
学
科
・
社
会
科
学
系
の
社
会
経
済
学
科
・
人
文
科
学
系
と
社
会
科
学
系
融
合
の
国
際
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

と
の
三
学
科
体
制
へ
改
組
す
る
こ
と
、
ま
た
、
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
の
新
設
に
尽
力
さ
れ
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値

す
る
業
績
で
あ
り
ま
す
。 

地
域
貢
献
、
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
は
、
在
職
中
よ
り
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
講
演
・
講
座
等
に
数
多
く
出
講
な
さ
っ
た
り
、
高
知
大

学
を
停
年
退
職
後
は
、
放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
に
従
事
な
さ
い
ま
し
た
。 

学
会
で
の
活
動
と
し
て
は
、
表
現
学
会
、
中
古
文
学
会
、
和
歌
文
学
会
、
国
語
学
会
、
解
釈
学
会
に
所
属
、
表
現
学
会
で
は
理
事
を
務
め
ら
れ
、

学
会
の
発
展
に
貢
献
な
さ
い
ま
し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
先
生
は
、
大
学
の
教
育
研
究
活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
の
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
に
お
い
て
、
幅
広
い
知
識
と
見
識
を
持

っ
て
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
て
、
高
知
大
学
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
に
、
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
ら
れ

る
旨
、
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
本
学
教
授 

福
島 

尚 

記
） 
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気
遣
い
の
人 

川 

村 

幸 

治 
  

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
人
文
学
部
棟
を
五
階
ま
で
上
が
り
、
左
手
に
進
む
と
、
薄
暗
い
廊
下
が
伸
び
て
い
る
。
南
側
に
並
ぶ
研
究
室
の
、
あ
る
ド
ア

を
ノ
ッ
ク
す
る
が
、
反
応
は
な
い
。
ノ
ッ
ク
す
る
音
が
響
く
だ
け
で
あ
る
。
今
日
も
ダ
メ
か
、
と
あ
き
ら
め
て
戻
ろ
う
と
し
た
時
、
ガ
チ
ャ
ッ
と

二
つ
奥
の
ド
ア
が
開
き
、「
君
、
ど
う
し
た
の
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。「
補
導
教
官
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
く
て
」
昭
和
五
十
五
年
の
春
、
高

知
大
学
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
私
は
、
近
代
文
学
の
永
田
哲
夫
先
生
の
研
究
室
を
何
度
か
訪
ね
て
い
た
。「
先
生
は
お
休
み
さ
れ
て
い
る
か
ら
」「
そ

う
で
す
か
」
そ
し
て
、
そ
の
丸
顔
に
四
角
い
眼
鏡
を
か
け
た
男
性
は
少
し
た
め
ら
っ
て
か
ら
、「
補
導
教
官
、
僕
じ
ゃ
ダ
メ
？
」
と
言
っ
た
。「
え
、

い
や
、
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
で
す
。
お
願
い
し
ま
す
」
こ
れ
が
、
渡
邉
輝
道
先
生
と
交
わ
し
た
最
初
の
会
話
だ
っ
た
。 

国
文
学
概
論
で
は
、『
竹
取
物
語
』
を
「
斑
竹
姑
娘
」
や
「
天
の
羽
衣
」
の
伝
説
と
比
較
し
、
別
離
の
悲
し
み
に
こ
そ
文
学
性
が
あ
る
こ
と
を
ご

教
授
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
国
文
学
演
習
で
は
、『
大
和
物
語
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
学
問
す
る
こ
と
の
基
礎
の
基
礎
を
お
教
え
く
だ
さ
っ
た
。
結
局
、

私
は
『
大
和
物
語
』
で
卒
業
論
文
を
書
く
こ
と
に
し
た
。 

あ
る
時
、
研
究
室
に
お
邪
魔
し
、
何
人
か
の
学
生
と
一
緒
に
談
笑
し
て
い
る
と
、
不
意
に
先
生
が
「
君
は
小
説
よ
り
も
、
評
論
か
何
か
書
い
た

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
後
か
ら

考
え
る
と
、
当
時
、
地
元
新
聞
社
主
催
の
小
説
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ど
な
た
か
お
知
り
合
い
の
方
か
ら
そ
の
こ
と
を
お
聞
き

に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。「
君
は
、
小
説
な
ん
か
書
い
て
も
モ
ノ
に
な
ら
な
い
か
ら
、
や
め
た
方
が
い
い
」
と
い
う
忠
告
を
、
先
生
流
の
物

言
い
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
に
違
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
先
生
の
ご
紹
介
で
今
も
勤
め
る
学
校
に
就
職
で
き
た
の
だ
が
、
当
時
の
教
頭
を
「
あ
ん
な
の

『
赤
シ
ャ
ツ
』
だ
よ
。
君
、
そ
れ
ぐ
ら
い
見
抜
か
な
い
と
だ
め
だ
よ
」
そ
れ
か
ら
、
私
が
見
合
い
を
し
て
交
際
中
、
相
手
の
女
性
の
友
人
が
、
先

生
に
私
の
人
と
な
り
を
問
い
合
わ
せ
た
ら
し
く
、
結
婚
後
、
妻
か
ら
「
こ
ん
に
ゃ
く
の
よ
う
な
人
っ
て
言
わ
れ
た
」
と
聞
か
さ
れ
た
。
学
生
時
代
、

確
固
た
る
主
義
主
張
も
な
く
、
何
に
で
も
首
を
突
っ
込
ん
で
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
ま
さ
に
慧
眼
だ
っ
た
。 

私
の
職
場
と
先
生
の
ご
自
宅
が
と
も
に
土
佐
道
路
沿
い
に
あ
っ
た
た
め
、
先
生
が
ご
退
官
さ
れ
た
後
も
、
何
度
か
偶
然
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
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あ
っ
た
。
フ
ジ
グ
ラ
ン
に
向
か
い
の
、
か
つ
て
あ
っ
た
遊
戯
場
で
「
川
村
君
、
こ
こ
は
出
る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
が
、
実
は
そ
こ
で
先
生
を
お
見

か
け
し
た
の
は
二
度
目
だ
っ
た
。
あ
る
時
は
、
大
原
町
の
市
営
球
場
近
く
の
土
佐
道
路
の
歩
道
を
、
な
ぜ
か
立
ち
漕
ぎ
せ
ん
ば
か
り
に
自
転
車
を

走
ら
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
お
見
か
け
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
日
、
小
松
博
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
「
渡
邉
先
生
を
囲
む
会
」
が
開
か
れ
、
私
も
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
少
し
お

歳
は
召
さ
れ
て
い
た
が
、
以
前
と
お
変
わ
り
の
な
い
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
小
気
味
の
よ
い
お
話
し
ぶ
り
に
、
一
同
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
車
で
来
て
い
た
私
が
、
先
生
を
ご
自
宅
ま
で
お
送
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
だ
少
し
肌
寒
く
、
春
雨
が
し
き
り
と
降
っ
て
い
た
。

先
生
は
途
中
、「
あ
の
、
君
の
向
か
い
側
に
い
た
女
性
は
、
誰
さ
ん
だ
っ
け
」
私
が
お
教
え
す
る
と
、「
あ
あ
そ
う
か
、
◯
◯
さ
ん
か
、
こ
れ
は
申

し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
な
ぁ
、
悪
い
こ
と
を
し
た
な
ぁ
」
と
、
し
き
り
に
つ
ぶ
や
い
て
お
ら
れ
た
。「
先
生
、
入
口
ま
で
お
送
り
し
ま
す
よ
」「
い

い
よ
、
い
い
よ
。
大
丈
夫
」
先
生
は
小
雨
に
濡
れ
な
が
ら
、
路
地
に
向
か
わ
れ
た
。「
お
気
を
つ
け
て
」「
う
ん
、
う
ん
、
あ
り
が
と
」
こ
れ
が
、

先
生
と
交
わ
し
た
最
後
の
会
話
だ
っ
た
。 

振
り
返
る
に
、
先
生
は
気
遣
い
の
人
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
気
遣
っ
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
を
い
つ
も
見
守
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
風
に
思
え
、
今
は
た
だ
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。 

 

（
昭
和
五
八
年
度
卒
業 

高
知
学
芸
高
等
学
校
教
諭
） 

   

渡
邉
輝
道
先
生
の
思
い
出 

小 

松 
 

博 
  

私
が
渡
邉
輝
道
先
生
の
訃
報
に
接
し
た
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
令
和
二
年
度
第
六
十
九
回
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
会

で
の
福
島
尚
先
生
に
よ
る
開
会
の
ご
挨
拶
の
時
で
あ
る
。
お
話
好
き
で
い
つ
も
矍
鑠
と
さ
れ
て
い
た
渡
邉
先
生
の
印
象
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
驚
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い
た
が
、
十
年
ほ
ど
前
に
他
界
し
た
父
よ
り
一
歳
上
の
先
生
の
お
年
を
考
え
る
と
、
つ
い
に
来
る
べ
き
時
が
来
た
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

私
が
最
初
に
受
講
し
た
渡
邉
先
生
の
授
業
は
、
三
回
生
の
時
の
「
国
文
学
演
習
Ⅰ
」
で
あ
る
。『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
つ
い
て
の
演
習
で
あ
っ
た

が
、先
生
は
関
西
弁
の
軽
妙
な
語
り
口
で
示
唆
に
富
む
指
導
や
助
言
を
し
て
く
だ
さ
り
、
私
達
は
し
ば
し
ば
そ
の
優
れ
た
話
術
に
引
き
込
ま
れ
た
。

時
に
は
厳
し
い
お
言
葉
を
頂
き
、
襟
を
正
し
て
聞
く
場
面
も
あ
っ
た
。
演
習
を
通
じ
て
文
学
研
究
の
心
構
え
や
手
法
の
基
礎
を
学
ん
だ
と
思
う
。 

卒
業
論
文
は
、
近
代
文
学
担
当
の
谷
川
恵
一
先
生
の
も
と
で
夏
目
漱
石
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
で
、
四
回
生
で
は
渡
邉
先
生
の
講
義
を
受
け
る

機
会
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
国
語
国
文
学
研
究
室
に
は
、
家
庭
的
で
温
か
い
雰
囲
気
が
あ
り
、
春
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
卒
業
生
追
い
出

し
コ
ン
パ
、
国
語
国
文
学
会
、
国
語
史
研
究
会
な
ど
、
先
生
方
と
学
生
と
の
交
流
や
親
睦
の
機
会
が
多
く
、
学
生
は
先
生
方
に
尊
敬
と
親
し
み
の

念
を
抱
い
て
い
た
。
酒
席
で
同
席
す
る
こ
と
も
多
く
、
酔
っ
た
勢
い
で
無
礼
講
と
ば
か
り
世
間
話
を
切
り
出
す
学
生
や
、
裏
話
を
聞
き
出
そ
う
と

す
る
学
生
も
お
り
、
先
生
方
も
合
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
て
様
々
な
会
話
を
楽
し
ん
だ
。
酒
席
で
も
渡
邉
先
生
は
大
人
気
で
、
先
生
の
そ
ば
に
は
い
つ

も
多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、和
気
藹
々
と
し
た
国
語
国
文
学
研
究
室
の
様
子
が
懐
か
し
く
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。 

卒
業
後
、
私
は
高
知
県
立
高
校
の
国
語
科
教
員
に
な
っ
た
の
で
、
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
と
の
つ
な
が
り
は
続
い
た
。 

毎
年
開
催
さ
れ
る
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
会
に
は
、
最
新
の
研
究
に
触
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
空
気
を
味
わ
え
る
と
と
も
に
、
懇
親
会
で
懐

か
し
い
方
々
と
酒
が
飲
め
る
楽
し
み
も
あ
る
の
で
、
同
窓
会
気
分
で
時
々
参
加
し
た
。
あ
る
年
の
閉
会
挨
拶
で
、
渡
邉
先
生
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
、「
私
の
目
の
黒
い
う
ち
は
、
こ
の
会
を
潰
す
訳
に
は
い
き
ま
へ
ん
。」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
笑
い
に
包
ま
れ
た
こ
と
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
る
。 

高
知
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
事
務
局
を
務
め
て
い
た
際
に
は
、
渡
邉
先
生
が
研
究
会
の
発
展
と
高
知
県
の
高
校
国
語
教
育
充
実
の

た
め
と
お
世
話
し
て
く
だ
さ
り
、
高
知
大
学
人
文
学
部
の
ご
協
力
を
得
て
、
谷
川
恵
一
先
生
や
中
森
健
二
先
生
の
ご
講
演
が
実
現
し
た
。 

平
成
十
三
年
に
は
、
渡
邉
先
生
ご
自
身
に
「
古
典
教
育
に
つ
い
て
」
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
当
方
の
不
手
際
で
参
加
者
が
少
な
く
、
大
変

恐
縮
し
た
。
慰
労
会
で
、
愛
媛
県
で
は
百
人
ほ
ど
の
聴
衆
で
会
場
が
埋
ま
っ
た
話
を
さ
れ
、
県
民
性
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
が
、「
小
松
君

と
濱
渦
君
と
こ
う
し
て
飲
め
る
機
会
が
で
き
た
。」
と
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、少
し
ほ
っ
と
し
て
、先
生
の
優
し
さ
に
心
か
ら
感
謝
し
た
こ
と
だ
っ
た
。 

ま
た
、
高
知
西
高
校
勤
務
時
代
に
は
、
同
僚
の
合
田
敦
子
先
輩
か
ら
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
渡
邉
先
生
に
偶
然
お
会
い
し
た
際
、
放
送
大
学
で

教
員
専
修
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
勤
務
校
が
大
学
と
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
は
早
速
入
学
し
た
。

当
時
、
先
生
は
放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー
長
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
先
生
と
は
二
回
目
の
師
弟
関
係
を
結
ぶ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 
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先
生
が
高
知
大
学
を
退
官
さ
れ
た
平
成
十
三
年
と
放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー
を
退
官
さ
れ
た
平
成
二
十
年
に
は
、
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
祝

賀
会
を
開
催
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
十
年
以
上
ご
無
沙
汰
し
て
い
た
。
し
か
し
、
他
の
卒
業
生
か
ら
、
高
知
市
内
の
路
上
や
ス
ー
パ
ー
、
書
店
等

で
先
生
と
邂
逅
し
た
と
い
う
話
を
何
回
か
聞
く
う
ち
に
、
高
知
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
な
ら
是
非
ま
た
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
合
田

先
輩
か
ら
先
生
を
囲
む
会
の
開
催
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
早
速
、
他
の
卒
業
生
十
人
ほ
ど
に
連
絡
を
と
っ
て
準
備
を
進
め
た
。 

こ
う
し
て
、
平
成
三
十
一
年
三
月
、「
渡
邉
先
生
を
囲
む
会
」
が
再
度
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
卒
業
後
三
十
三
年
を
経
て
再
び
恩
師
を
囲
む
こ
と

が
で
き
た
の
は
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。
先
生
は
数
年
前
に
大
病
を
さ
れ
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
日
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
お
元
気
な
様
子
で
、
お
話
を

聞
き
な
が
ら
一
同
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
先
生
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
最
後
の
機
会
と
な
っ
た
。
お
帰
り
の
際
、

川
村
先
輩
の
車
か
ら
手
を
振
ら
れ
て
い
た
先
生
の
お
姿
が
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
。 

先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
恩
に
深
謝
し
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

合
掌 

 

（
昭
和
六
〇
年
度
卒
業 

中
芸
高
等
学
校 

校
長
） 

   

渡
邉
輝
道
先
生
追
悼 

濱 

渦 

一 

正 
  

私
が
高
知
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
九
年
、
人
文
学
部
が
文
学
科
と
経
済
学
科
と
の
二
学
科
だ
っ
た
頃
で
し
た
。
比
較
的
得
意
分
野

だ
っ
た
、
古
典
文
学
を
学
ぶ
べ
く
文
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
当
時
、
専
門
科
目
の
授
業
は
二
回
生
（
当
時
の
呼
称
）
で
専
修
に
分
属
さ
れ
て

か
ら
。
そ
の
た
め
、
渡
邉
輝
道
先
生
に
直
接
お
会
い
し
た
の
は
二
回
生
の
こ
と
で
し
た
。 

先
生
の
授
業
を
初
め
て
受
け
た
の
は
、「
国
文
学
概
論
」
で
し
た
。
こ
の
授
業
の
最
初
で
、
私
は
先
生
の
存
在
を
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
最
前
列
の
席
に
着
い
て
い
た
私
に
、
先
生
は
、
資
料
の
配
布
を
手
伝
う
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
配
布
し
終
わ
り
、
席
に
戻
ろ
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う
と
す
る
私
に
、
先
生
は
、「
今
後
も
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
君
に
配
布
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
配
布
係
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、

そ
れ
ほ
ど
配
布
の
機
会
は
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
一
度
、
先
生
よ
り
も
遅
れ
て
教
室
に
入
っ
た
と
き
、
先
生
が
ご
自
身
で
資
料

を
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
し
ま
っ
た
今
日
に
限
っ
て…

…

」
と
悔
や
ん
で
い
る
と
、
先
生
は
、「
君
が
遅
れ
て
く
る
と
は
何
事
だ
」
と
、
優
し

く
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
か
え
っ
て
印
象
に
残
る
失
敗
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

学
生
時
代
を
振
り
返
る
と
、
先
生
と
の
こ
と
で
は
、
様
々
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
四
回

生
の
五
月
半
ば
、
両
眼
の
手
術
を
受
け
る
た
め
に
、
高
知
医
科
大
学
附
属
病
院
に
緊
急
入
院
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
手
術
が
終
わ
り
し
ば
ら
く

し
た
こ
ろ
、
渡
邉
先
生
が
、
当
時
中
国
文
学
を
担
当
さ
れ
て
い
た
山
田
英
雄
先
生
と
お
二
人
で
病
室
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
だ
身
動
き
が

取
れ
ず
、
恐
縮
し
き
り
の
私
に
代
わ
り
、
居
合
わ
せ
た
母
が
応
対
を
し
た
の
で
す
が
、
先
生
は
、
私
の
執
刀
医
に
つ
い
て
、「
関
西
で
も
指
折
り
の

先
生
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
ま
ず
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
一
言
で
、
私
た
ち
親
子
の
不
安
を
払
拭
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

無
事
卒
業
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
私
で
す
が
、
卒
業
後
も
紆
余
曲
折
を
経
て
、
高
等
学
校
の
教
職
を
得
て
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
様
々

な
仕
事
を
す
る
中
で
、
再
び
先
生
の
お
力
を
頼
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
高
知
県
の
高
等
学
校
の
国
語
科
教
員
が
参
加
す
る
研
究
会
で
は
、
講
師

を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。今
で
こ
そ
高
大
連
携
と
い
う
言
葉
は
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
先
生
は
、

高
等
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

高
等
学
校
の
進
路
指
導
部
に
籍
を
置
い
て
い
た
時
に
は
、
入
試
説
明
会
な
ど
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
先
生
の
研
究
室
を
訪
ね
、
お
話
を
伺
っ
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
私
の
結
婚
披
露
宴
の
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
そ
の
都
度
、
お
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

全
国
の
国
立
大
学
が
大
き
な
変
容
期
を
迎
え
、
人
文
学
部
長
と
し
て
先
生
が
学
部
改
組
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
時
、
私
が
「
お
忙
し
い
で
し
ょ

う
」
と
話
を
向
け
る
と
、「
む
っ
ち
ゃ
」
と
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
時
の
先
生
の
表
情
や
声
の
ト
ー
ン
ま
で
鮮
や
か
に
思
い
出

さ
れ
る
ほ
ど
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
先
生
が
全
身
全
霊
で
、
職
務
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
そ
う
し
た
迫
力
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、

お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
取
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

先
生
に
は
、
教
養
を
追
求
す
る
こ
と
、
人
と
し
て
の
懐
を
大
き
く
持
つ
こ
と
な
ど
、
教
職
に
あ
る
も
の
と
し
て
持
つ
べ
き
姿
勢
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
機
会
あ
る
ご
と
に
、「
教
師
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
、
し
ゃ
べ
く
り

．
．
．
．
．
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
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時
代
に
は
、「
気
を
付
け
な
い
と
、
君
の
話
し
方
は
ア
ホ
ダ
ラ
キ
ョ
ウ

．
．
．
．
．
．
．
に
な
る
」、「
濱
渦
の
レ
ポ
ー
ト
は
広
が
る
。
空
中
分
解
、
バ
ー
ン
！
」
と
、

指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
生
の
お
言
葉
を
思
い
返
す
と
、
三
十
年
近
く
教
職
に
あ
っ
て
、
も
う
す
ぐ
定
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
齢
に
な

り
な
が
ら
も
、「
未
だ
し
、
未
だ
し
」
と
、
ま
だ
や
る
こ
と
は
数
多
く
あ
る
も
の
だ
と
自
分
を
叱
咤
し
て
い
ま
す
。 

私
の
拙
い
思
い
を
受
け
止
め
て
、
人
生
の
指
針
を
授
け
て
く
だ
さ
っ
た
渡
邉
輝
道
先
生
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
捧
げ
、
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。 

 

（
昭
和
六
二
年
度
卒
業 

須
崎
総
合
高
等
学
校
教
諭
） 

   

渡
邉
輝
道
先
生
追
悼 

澤 

松 

義 

人 
  

渡
邉
先
生
、
あ
な
た
の
訃
報
を
聞
い
て
か
ら
、
ず
っ
と
考
え
て
き
た
。
私
は
あ
な
た
に
、
ど
う
す
れ
ば
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
随

分
と
、
恩
を
受
け
て
き
た
。
け
れ
ど
、
何
も
返
せ
て
い
な
い
。
一
昨
年
の
春
あ
な
た
に
最
後
に
お
会
い
し
て
か
ら
、
何
か
し
ら
目
に
見
え
る
形
で

報
告
し
た
い
と
密
か
に
思
っ
て
い
た
が
、
何
も
叶
わ
な
か
っ
た
。
私
は
無
能
で
、
不
肖
の
弟
子
だ
。 

あ
な
た
は
、家
庭
の
事
情
で
県
外
へ
の
進
学
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
私
に
、国
文
学
を
通
し
て
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
世
界
を
見
せ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
「
学
問
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
世
界
の
存
在
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
。 

演
習
系
の
授
業
の
際
、
あ
な
た
は
よ
く
言
っ
た
。 

「
い
く
ら
で
も
か
か
っ
て
き
な
さ
い
。
叩
き
つ
ぶ
し
て
あ
げ
る
か
ら
」。 

当
然
、
議
論
の
話
だ
。
議
論
に
は
立
場
の
上
下
も
年
齢
も
関
係
な
い
。
論
理
だ
け
が
す
べ
て
だ
。
だ
か
ら
、
学
生
が
教
授
に
い
く
ら
議
論
を
ふ

っ
か
け
て
き
て
も
良
い
。
大
丈
夫
。
君
た
ち
に
叩
き
つ
ぶ
さ
れ
る
ほ
ど
、
自
分
は
弱
く
な
い
か
ら
。
そ
し
て
議
論
を
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
け
合
う
こ
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と
は
、
人
間
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
絶
対
に
な
い
か
ら
。
あ
な
た
が
言
っ
て
く
れ
て
い
た
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

こ
う
い
う
言
葉
を
本
気
で
言
う
年
上
の
人
間
に
出
会
っ
た
の
は
、
初
め
て
だ
っ
た
。
格
好
良
か
っ
た
。
あ
な
た
の
言
葉
も
、
そ
れ
が
示
す
学
問

の
世
界
も
、
そ
の
言
葉
を
実
行
で
き
る
あ
な
た
の
学
識
の
深
さ
や
懐
の
広
さ
も
。
何
度
も
か
か
っ
て
い
っ
て
、
何
度
も
叩
き
つ
ぶ
さ
れ
た
。
叩
き

つ
ぶ
さ
れ
る
た
び
、
本
を
漁
り
、
思
考
を
巡
ら
し
、
次
に
「
か
か
っ
て
い
く
」
準
備
を
し
た
。
そ
の
繰
り
返
し
が
、
た
ま
ら
な
く
楽
し
か
っ
た
。

そ
の
当
時
、
私
を
取
り
巻
い
て
い
た
幾
つ
か
の
理
不
尽
に
絶
望
し
か
け
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
あ
な
た
が
示
し
て
く
れ
た
学
問
の
自
由
さ
と
潔
さ

と
清
廉
さ
は
、
大
き
な
救
い
だ
っ
た
。
確
か
に
あ
な
た
は
、
私
の
道
を
輝て

ら
し
て
く
れ
た
。 

学
年
が
進
ん
で
も
、「
単
位
は
い
ら
な
い
の
で
授
業
だ
け
は
受
け
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
頼
み
込
ん
で
、
前
年
度
と
同
じ
授
業
を
繰
り
返
し
受
け
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
あ
な
た
は
さ
ぞ
か
し
や
り
に
く
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
が
、
昨
年
度
か
ら
さ
ら
に
進
歩
し
た
あ
な
た
の
姿
は
、
私
が
目
指
し
て
い

た
高
校
国
語
教
員
と
し
て
の
指
針
を
形
作
っ
て
く
れ
た
。
「
昨
年
度
と
同
じ
授
業
を
す
る
の
は
、
恥
だ
」。
実
際
に
高
校
国
語
教
員
と
な
っ
た
今
で

も
、
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
授
業
準
備
に
遅
れ
を
と
っ
た
時
に
、
こ
の
言
葉
が
私
を
叱
っ
て
く
れ
る
。 

学
生
の
時
は
も
ち
ろ
ん
、
教
員
と
な
っ
て
か
ら
も
何
度
も
飲
み
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。「
同
僚
に
『
研
究
よ
り
も
授
業
の
方
に
重
き
を
置

き
す
ぎ
る
』
と
怒
ら
れ
る
」
な
ん
て
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
教
員
と
し
て
実
際
に
過
ご
し
て
き
て
、
あ
な
た
が
そ
う
で
あ
っ
た
理
由
が
少
し

だ
け
わ
か
る
気
が
す
る
。「
教
え
る
こ
と
」
は
確
か
に
学
問
だ
。
こ
う
い
う
場
合
は
こ
う
す
れ
ば
良
い
。
そ
ん
な
成
長
段
階
や
環
境
条
件
を
無
視
し

た
一
律
の
や
り
方
で
は
、
効
果
は
高
く
な
ら
な
い
。
一
定
の
方
針
や
方
向
性
は
あ
り
つ
つ
も
、
そ
の
場
や
各
種
条
件
に
応
じ
て
対
応
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
臨
機
応
変
で
あ
り
つ
つ
も
、
同
時
に
論
理
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
文
学
研
究
や
文
章
読
解
と
同
じ
だ
っ
た
。
お
そ
ら

く
あ
な
た
は
、「
教
え
る
こ
と
」
と
い
う
学
問
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
の
だ
。 

あ
な
た
の
言
葉
は
、
本
当
に
た
く
さ
ん
私
の
中
に
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
記
せ
な
い
、
負
の
言
葉
も
含
め
て
。
毒
舌
で
、
他
人
の
価
値
観
に

流
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
人
だ
っ
た
が
、
我
々
学
生
に
対
し
て
本
気
で
接
し
て
く
れ
る
「
先
生
」
だ
っ
た
。
あ
な
た
に
は
「
先
生
」
と
い
う
言
葉
を
、

心
の
底
か
ら
言
え
た
。「
か
か
っ
て
き
な
さ
い
。
叩
き
つ
ぶ
し
て
あ
げ
る
か
ら
」。
生
徒
や
後
輩
教
員
に
そ
う
言
え
る
教
員
に
な
り
た
い
と
本
気
で

思
い
、
い
ま
目
の
前
に
い
る
生
徒
や
勤
務
校
の
未
来
だ
け
を
見
て
、
自
分
の
無
能
に
う
ろ
た
え
悩
み
な
が
ら
過
ご
し
て
き
た
つ
も
り
だ
。
け
れ
ど

ま
だ
、「
実
を
結
ん
だ
」
と
あ
な
た
に
胸
を
張
れ
な
い
。
馬
が
合
わ
な
い
か
ら
と
貶
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
お
友
達
だ
か
ら
と
贔
屓
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
、
立
場
や
年
齢
に
関
係
な
く
純
粋
な
論
理
だ
け
で
語
り
合
え
る
空
間
を
求
め
な
が
ら
、
今
で
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
で
も
い
る
。
な
に
よ
り
、
充
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分
だ
と
思
え
る
ほ
ど
の
こ
と
を
生
徒
に
で
き
た
覚
え
も
な
い
。 

け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
時
折
、
卒
業
す
る
生
徒
が
手
紙
を
残
し
て
く
れ
る
。
近
年
は
そ
の
手
紙
に
、「
先
生
の
授
業
を
受
け
て
、
考
え
る
こ
と
が
楽

し
く
な
り
ま
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。
そ
う
し
た
手
紙
を
読
ん
だ
時
、
必
ず
思
い
出
す
の
は
、
や
は
り
あ
な
た
の
姿
だ
。

ま
だ
ま
だ
、
遠
く
及
ば
な
い
。 

あ
あ
。
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
、
あ
な
た
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
言
葉
が
、
少
し
だ
け
わ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、

あ
な
た
の
一
側
面
し
か
知
ら
な
い
。
あ
な
た
の
苦
悩
も
喜
び
も
、
充
分
に
知
ら
な
い
。
け
れ
ど
、
こ
れ
だ
け
は
確
か
に
言
え
る
。 

「
あ
な
た
が
私
に
見
せ
て
く
れ
た
姿
は
、
疑
い
よ
う
も
な
く
す
で
に
私
の
一
部
だ
」。 

次
に
あ
な
た
に
出
会
う
時
に
、
必
ず
胸
を
張
れ
る
よ
う
に
、
生
き
ま
す
。 

 

（
平
成
七
年
度
卒
業 

高
知
国
際
高
等
学
校
教
諭
） 

   

渡
邉
輝
道
先
生
の
教
え 

中 

村
（
淸
水
） 

陽 

子 
  

教
員
の
道
を
選
ん
だ
私
に
と
っ
て
、
渡
邉
輝
道
先
生
は
、
ま
さ
に
恩
師
中
の
恩
師
で
あ
る
。
先
生
の
教
え
は
三
つ
。（
も
ち
ろ
ん
、
国
文
学
は
言

わ
ず
も
が
な
で
あ
る
し
、
こ
の
三
つ
は
殊
更
に
先
生
が
説
い
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
私
が
勝
手
に
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
と
思
っ
て
い

る
だ
け
な
の
で
あ
る
が
。）
私
の
個
人
的
な
思
い
出
と
思
い
入
れ
を
綴
る
こ
と
を
、
先
生
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。 

 

黒
板
を
消
し
終
わ
る
ま
で
が
授
業
で
あ
る
こ
と 

渡
邉
先
生
は
、
授
業
の
後
、
必
ず
黒
板
を
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
退
室
さ
れ
た
。
当
時
、
他
の
先
生
方
は
、
黒
板
を
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
る
方
や
、
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目
に
つ
い
た
生
徒
に
消
す
よ
う
に
指
示
し
て
か
ら
退
室
さ
れ
る
方
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
高
校
時
代
も
、
日
直
が
消
す
き
ま
り

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
私
の
目
に
は
渡
邉
先
生
の
お
姿
が
新
鮮
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。
思
わ
ず
、「
先
生
が
ご
自
分
で
消
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
か
。
」
と
申
し
上
げ
る
と
、「
次
の
先
生
に
迷
惑
か
け
る
わ
け
に
い
か
ん
で
し
ょ
う
。
こ
こ
ま
で
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
と
か
ん
と
ね
ぇ
。
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
お
願
い
し
て
黒
板
を
消
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
先
生
と
お
話
し
す
る
機
会
が
増
え
た
。 

な
る
ほ
ど
、
拭
き
残
し
の
な
い
、
き
れ
い
な
黒
板
を
前
に
す
る
と
、
授
業
者
と
し
て
気
分
が
高
揚
す
る
。
さ
あ
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に
な
る
。

先
生
は
、
次
の
授
業
者
の
い
い
授
業
の
た
め
の
、
ひ
い
て
は
学
生
の
た
め
の
心
遣
い
を
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
の
は
、
自
分
が
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

 

生
徒
の
せ
い
に
し
な
い
こ
と 

四
回
生
の
九
月
、
母
校
で
の
教
育
実
習
に
臨
ん
で
い
た
私
の
授
業
を
、
渡
邉
先
生
が
ひ
ょ
っ
こ
り
と
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
突

然
の
こ
と
に
恐
縮
す
る
や
ら
焦
る
や
ら
、
先
生
の
一
挙
手
一
投
足
に
ド
ギ
マ
ギ
し
な
が
ら
も
、
何
と
か
授
業
を
終
え
た
。
授
業
後
の
振
り
返
り
の

時
間
を
終
え
、
や
っ
と
人
心
地
が
つ
き
か
け
た
私
に
、
先
生
は
に
っ
と
笑
い
な
が
ら
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
淸
水
さ
ん
、
授
業
が
面
白
か
っ
た
ら
、

生
徒
は
寝
ま
せ
ん
よ
。」 

そ
の
日
の
私
は
、
ず
い
ぶ
ん
言
い
訳
が
ま
し
い
振
り
返
り
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
正
直
、
ど
ん
な
こ
と
を
申
し
上
げ
た
の
か
覚
え
て
い
な
い
。
た

だ
、
強
烈
に
覚
え
て
い
る
の
は
先
生
の
言
葉
。
生
徒
の
非
を
唱
え
る
前
に
、
自
己
を
振
り
返
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
。
大
切
な
戒
め
の
言
葉
で
あ
る
。 

 

学
び
続
け
て
こ
そ
教
員
だ
と
い
う
こ
と 

私
に
は
、
教
員
の
道
を
諦
め
か
け
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
そ
の
私
の
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
、
渡
邉
先
生
で
あ
る
。
当
時
の
私
は
、

最
初
の
教
員
採
用
試
験
を
控
え
、
自
分
の
知
識
や
能
力
の
な
さ
に
不
安
ば
か
り
が
募
っ
て
い
た
。
他
の
道
を
選
ん
だ
方
が
よ
い
の
で
は
と
逃
げ
腰

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
悩
ん
だ
挙
句
、
私
は
願
書
を
出
さ
な
か
っ
た
。 

そ
ん
な
折
、
渡
邉
先
生
の
研
究
室
を
訪
れ
た
。
先
生
は
、
う
ず
た
か
く
積
ま
れ
た
資
料
の
中
で
、
調
べ
物
を
し
て
お
ら
れ
た
。
も
う
何
度
も
お

邪
魔
し
た
こ
と
の
あ
る
研
究
室
だ
が
、
改
め
て
資
料
の
多
さ
に
感
嘆
し
て
い
る
と
、
先
生
は
、「
ど
こ
ま
で
勉
強
し
て
も
、
こ
れ
で
終
わ
り
は
な
い
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で
し
ょ
う
。
増
え
て
増
え
て
。」
と
苦
笑
い
な
さ
っ
た
。
こ
の
言
葉
に
、
私
は
、「
な
ん
だ
、
そ
う
か
。」
と
目
か
ら
鱗
の
落
ち
る
思
い
だ
っ
た
。
私

な
ん
か
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
当
た
り
前
。
最
初
か
ら
完
璧
に
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
学
び
続
け
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
。
何
を
そ
れ
ほ
ど
気
負

っ
て
い
た
の
か
と
拍
子
抜
け
す
る
ほ
ど
、
気
分
が
楽
に
な
っ
た
。 

結
局
私
は
、
大
学
院
を
経
て
教
員
に
な
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
先
生
は
、「
あ
な
た
が
学
校
の
先
生
に
な
る
な
ら
、
賛
成
で
す
。
向
い
て
る
か
ら
頑

張
り
な
さ
い
。
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
先
生
が
こ
う
お
っ
し
ゃ
る
の
だ
か
ら
、
大
丈
夫
。
で
き
る
。
先
生
に
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
て
、
私

は
今
、
こ
こ
に
い
る
。 

よ
く
、
優
れ
た
教
師
は
価
値
の
あ
る
気
づ
き
を
生
徒
に
与
え
る
と
聞
く
。
私
に
と
っ
て
、
先
生
の
言
葉
は
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
っ
た
。
頭
で
っ
か

ち
で
未
熟
者
だ
っ
た
私
が
、
何
と
か
教
員
に
な
り
、
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
生
の
教
え
は
、
き
っ
と
私
を
支
え
る
柱
で
あ
り
続
け

る
は
ず
だ
。 

直
接
お
伝
え
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
伝
え
し
た
い
。
渡
邉
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
不
肖
の
教
え
子
を
お
見
守
り
く
だ
さ
い
。 

 

（
平
成
九
年
度
卒
業 

須
崎
総
合
高
等
学
校
教
諭
） 

   

渡
邉
輝
道
先
生
を
偲
ん
で 

福 

島 
 

尚 
  

昨
年
の
十
一
月
十
六
日
、
人
文
事
務
室
よ
り
の
訃
報
通
知
で
、
渡
邉
先
生
の
ご
逝
去
を
知
っ
た
。
十
一
月
十
二
日
の
ご
逝
去
で
、
葬
儀
に
つ
い

て
は
近
親
者
の
み
で
す
で
に
執
り
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ご
遺
族
か
ら
人
事
課
に
叙
位
叙
勲
の
申
請
希
望
の
お
申
し
出
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
、
追
っ
て
十
一
月
十
七
日
に
、
事
務
方
か
ら
功
績
概
要
並
び
に
功
績
調
書
の
作
成
依
頼
が
あ
っ
て
、
前
掲
の
「
渡
邉
輝
道
先
生
の
ご
功
績
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に
つ
い
て
」
と
ほ
ぼ
同
旨
の
申
請
書
類
案
を
作
成
し
た
。 

数
年
前
に
大
動
脈
解
離
で
緊
急
手
術
を
受
け
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
一
命
を
取
り
留
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
手
術
後
、
腎
機
能
の
衰
え
に
よ
っ
て

透
析
に
通
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
う
か
が
っ
て
は
い
た
が
、
た
ま
に
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
お
姿
を
お
見
か
け
し
て
い
た
し
、
少
々
弱
ら
れ
て
は
い

た
が
、
あ
い
か
わ
ら
ず
の
口
の
悪
さ
は
健
在
で
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
い
る
時
節
だ
け
に
ど
う
し
て
お
ら
れ
る
の
か
と
案
じ
て
い
た

と
こ
ろ
に
、
突
然
の
訃
報
で
あ
っ
た
。 

私
が
平
成
六
年
四
月
に
高
知
大
学
人
文
学
部
の
「
国
文
」
へ
お
迎
え
い
た
だ
い
て
か
ら
、
先
生
ご
退
職
の
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
七
年
間
職
場

を
同
じ
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
方
の
着
任
時
、
先
生
は
学
生
部
長
の
要
職
に
就
い
て
お
ら
れ
て
、
以
後
、
評
議
員
、
人
文
学
部
長
、
学
長
特

別
補
佐
と
し
て
、
国
立
大
学
変
革
期
の
学
部
や
全
学
の
抱
え
る
難
題
に
立
ち
向
か
い
、
そ
れ
を
解
決
さ
れ
た
。
そ
の
お
姿
を
間
近
に
拝
見
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
先
生
の
口
八
丁
手
八
丁
と
で
も
い
う
べ
き
活
躍
ぶ
り
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で
、
そ
の
矢
面
に
立
つ
反
対
派
か
ら
は
「
京
の
『
い

け
ず
』
を
大
阪
で
磨
い
た
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
一
方
で
人
情
の
機
微
に
通
じ
た
気
遣
い
の
細
や
か
な
面
も
あ
っ
て
、
同
僚
・
学

生
か
ら
た
い
へ
ん
慕
わ
れ
て
お
ら
れ
た
。 

平
成
十
年
に
人
文
科
学
系
の
人
文
学
科
・
社
会
科
学
系
の
経
済
学
科
の
二
学
科
体
制
を
、
人
文
科
学
系
の
人
間
文
化
学
科
・
社
会
科
学
系
の
社

会
経
済
学
科
・
人
文
科
学
系
と
社
会
科
学
系
融
合
の
国
際
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
の
三
学
科
体
制
へ
改
組
し
た
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
九

八
年
改
組
）、
そ
の
上
で
、
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
を
新
設
し
た
こ
と
は
、
人
文
学
部
長
と
し
て
の
顕
著
な
ご
功
績
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ

の
過
程
で
心
な
ら
ず
も
組
織
と
し
て
の
「
国
文
」
を
解
体
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
気
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
旧
「
国
文
教
室
」
に
由
来
す

る
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
格
別
の
も
の
で
あ
ら
れ
た
。
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
の
生
み
の
親
で
あ
る
石
津
純
道
先
生

追
悼
の
高
知
大
国
文
第
二
十
八
号
の
「
石
津
先
生
の
遺
言
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、
学
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
大
会
時
に
面
識
を
得
た
石
津
先
生

の
ご
様
子
を
記
し
た
後
で
、
こ
の
と
き
に
石
津
先
生
か
ら
か
け
て
い
た
だ
い
た
「
こ
れ
か
ら
の
国
語
国
文
学
会
を
よ
ろ
し
く
」
と
の
お
言
葉
を
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
し
、「
諸
先
輩
の
残
さ
れ
た
こ
の
遺
産
を
ど
う
継
承
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
か
、
事
務
局
を
構
成
す
る
わ
れ
わ
れ
の
責

任
は
重
い
。
私
に
と
っ
て
は
あ
の
時
の
お
こ
と
ば
が
石
津
先
生
の
遺
言
に
な
っ
た
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
渡
邉
先
生
こ
そ
、
高
知
大
学
国
語
国

文
学
会
の
中
興
の
祖
で
あ
る
。 

一
昨
年
の
五
月
頃
で
あ
っ
た
か
、
大
学
の
研
究
室
を
先
生
は
お
訪
ね
く
だ
さ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
た
い
へ
ん
な
状
況
に
あ
る
「
国
文
」
の
行
く
末
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を
案
じ
ら
れ
て
で
あ
ろ
う
、
当
方
に
活
を
入
れ
て
帰
っ
て
行
か
れ
た
。
そ
れ
が
先
生
と
対
面
し
て
言
葉
を
交
わ
し
た
最
後
の
機
会
と
な
っ
た
。 

終
わ
り
に
印
象
に
残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
。
退
職
後
い
よ
い
よ
研
究
室
を
引
き
払
わ
れ
る
と
い
う
の
で
、
山
本
秀
人
さ
ん
と
物
の
片
付
け

を
手
伝
っ
て
い
た
と
き
、
先
生
は
、
ふ
と
「
父
よ
あ
な
た
は
強
か
っ
た
」
と
戦
時
歌
謡
の
一
節
を
口
ず
さ
ま
れ
た
。
そ
れ
は
、「
父
よ
あ
な
た
は
強

か
っ
た 
兜(
か
ぶ
と)

も
焦
が
す
炎
熱
を 

敵
の
屍(

か
ば
ね)

と
と
も
に
寝
て 

泥
水
す
す
り
草
を
噛
み 

荒
れ
た
山
河
を
幾
千
里 

よ
く
こ
そ

撃
っ
て
下
さ
っ
た
」
と
い
う
唄
の
一
節
。
高
知
へ
単
身
赴
任
さ
れ
て
二
〇
年
余
り
、
奮
闘
さ
れ
た
先
生
の
当
時
の
心
境
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先

生
、
あ
な
た
は
強
か
っ
た
。 

先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
恩
に
深
く
感
謝
し
、
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会 

会
長
） 

   

［
追
記
］
こ
の
た
び
の
渡
邉
輝
道
先
生
追
悼
に
あ
た
っ
て
は
、
先
生
の
受
業
生
の
方
々
に
追
悼
文
執
筆
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

に
お
声
を
か
け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
か
つ
先
生
が
高
校
教
育
の
現
場
か
ら
大
学
に
赴
任
さ
れ
、
多
く
の
国
語

科
教
員
を
養
成
さ
れ
た
こ
と
を
も
考
慮
し
て
、
高
知
県
で
現
に
高
校
教
員
を
な
さ
っ
て
い
る
方
々
に
執
筆
を
依
頼
致
し
ま
し
た
。
県
内
の
高
校

国
語
科
教
員
を
出
身
大
学
・
学
部
別
に
み
た
場
合
、
高
知
大
学
人
文
学
部
国
文
出
身
者
が
占
め
る
割
合
が
一
番
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
現
在
「S

u
p
e
r R

eg
i
on
al
 U
n
iv
e
r
si
ty

（
全
国
で
最
も
地
域
と
密
着
し
た
大
学
）」
を
標
榜
す
る
高
知
大
学
の
「
人

文
学
部
・
国
文
」
の
存
在
感
を
示
し
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
に
賛
同
さ
れ
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
各
位
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
お
声
を
お
か
け
で
き
な
か
っ
た
、
渡
邉
先
生
に
ご
縁
あ
る
方
々
に
は
、
事
情
を
ご
賢
察
く
だ
さ
っ
て
ご
寛
恕
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

  


